
「エネルギー転換」のアウトリーチ戦略
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硬直化した「原⼦⼒回帰」の語り
•「安定供給」「カーボンニュートラル」「経済性」
→原発の最⼤限活⽤
※背景には、のっぴきならない原⼦⼒の衰退が存在

•「国⺠の理解」「未来のために」「責任ある選択」という倫理
的レトリックに依存
•エネルギー政策の硬直化 ＝ 語りの硬直化
• 議論の前提が固定化
• オルタナティブな視点・政策を「現実性がない」として枠外に置き語

らない。
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アウトリーチの⾮対称性
• 原⼦⼒推進：⼀⽅的アウトリーチ

• ⼀⾒、「みんなで考えよう」という形をとっているが、論点をすり替えて、枠組み
を押しつけている。

• 語る側（決める者）：政府・事業者・専⾨家
• 聞く側（政府の⽅針を学ぶ者）：市⺠・若者・⼦ども
〜 「国⺠の理解醸成」＝「正しい理解を広める」ことが⽬的

• 再エネ・分散型エネルギー、環境保全側
• 実践者、地域主体、環境保護団体がアクターであるため、情報発信があっても分散
→ 制度的権威（政府、政府関連団体、企業）の語りが社会を覆い、リアルな語りが
届かない

• 対抗の鍵：政府の枠組みのなかで「正しさ」を争うのではなく、「アウト
リーチの構造」を理解して対抗する
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政府・汚染者のアウトリーチの特徴
• 意図的なすり替えと責任の転位
• 責任の転位

• 制度的転位
• 政策決定者・企業の責任が「社会全体」や「消費者（電気を使う⼈）」に転嫁 （典型事例：
NUMOの⼦ども向けイベントYoutube動画。（「でんきのごみをおかたづけしよう」＝説明や
啓蒙、教育の形式をとりながら、責任の位置そのものを変えている。

• 道徳的転位
• 本来、汚染者（発⽣者）が取るべき責任を倫理的表現（みんなで考える、将来世代のために、
こどもたちのために）に置き換えて、⾏為者・関係者の責任を曖昧にする

• ⼼理的転位
• ⾃分は命令に従っただけ、制度が決めたこと、として責任意識を回避（⾏政官僚によくみられ
る）
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政府・事業者のアウトリーチの特徴
• 主体：政府・事業者 → ⼀⽅的
• ⽬的：「理解」 → 熟議なし。「同意」「受容」
• 内容：「正解」、技術情報

→ 社会的問いが⽋落
※ 環境政策の原則：汚染者負担原則、予防原則、公開と参加

• ⼿法：広報・PR・教育
→ 広告代理店、メディアを通じた圧倒的物量
→ マニュアル的、与えられた場での形式的「参加」「理解」
→ SNSに拡⼤（Youtube, Instagram)
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引⽤：「【キミは電気博⼠になれるかな？ 〜てぃ先⽣といっしょにクイズ⼤会〜】 ⼤阪・関⻄万博における原
⼦⼒発電環境整備機構（NUMO）のイベント（4/27実施）に密着│エネルギーや地層処分についてのクイズで
全問正解を⽬指そう！電気事業連合会パビリオン「電⼒館 可能性のタマゴたち」もてぃ先⽣が体験！」
（https://www.youtube.com/watch?v=4P35KmehYAY）の場⾯より。著作権は原著作者に属します。なお、
本資料は社会的議論の促進、批評・論評を⽬的としています。）

NUMO（＝事業者）の
イベント動画の特徴
1）「でんきはかせ」か
ら⾼レベル放射性廃棄
物問題へと、誘導的に
結びつけている。
2）原発からでる「電気
のゴミ」の95%が「リ
サイクルできる」とし
ている。明⽰されてい
ないが、聴衆が気づか
ないまま、使⽤済核燃
料の再処理事業を前提
している。
3）「おかたづけしない
といけない」という
メッセージで、「汚染
者責任」であるべきも
のを道徳化している。

https://www.youtube.com/watch%3Fv=4P35KmehYAY%EF%BC%89%E3%81%AE%E5%A0%B4%E9%9D%A2%E3%82%88%E3%82%8A%E3%80%82%E5%8B%95%E7%94%BB%E3%81%AE%E8%91%97%E4%BD%9C%E6%A8%A9%E3%81%AFNUMO
https://www.youtube.com/watch%3Fv=4P35KmehYAY%EF%BC%89%E3%81%AE%E5%A0%B4%E9%9D%A2%E3%82%88%E3%82%8A%E3%80%82%E5%8B%95%E7%94%BB%E3%81%AE%E8%91%97%E4%BD%9C%E6%A8%A9%E3%81%AFNUMO
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引⽤資料：「⽵⼭家のお茶の間団らん 地層処分を学ぼう！第6弾 Presented by マイナビニュース」
https://news.mynavi.jp/kikaku/20250108-3095075/ （著作権は原著作者に属します。なお、本資料は社会的議論の促進、批評・論評を⽬的とし
ています。）

→ 汚染者・発⽣者責任を語らず、消費者責任に転嫁している

https://news.mynavi.jp/kikaku/20250108-3095075/
https://news.mynavi.jp/kikaku/20250108-3095075/
https://news.mynavi.jp/kikaku/20250108-3095075/


対抗的アウトリーチ戦略？
•関係性の再構築

→ 決める側・語る側 / 聞いてる側 という図式から脱却

•批判的理解の促進
→ 「問い」の共有を⽬指す

•市⺠による公共的⾔論空間・公共的議論の獲得
→ ⼀⽅的広報から、⾔論空間・議論の場を取り戻す

•多様な語り
→ 地域・世代・考え⽅の違いを可視化・共有
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